
1993年出上の木簡

76543

京
都
・長
岡
京
跡

ω

所
在
地
　
　
　
一　
一爪
都
府
向
日
市
鶏
冠
井
町
沢
ノ
東
、
二
　
同
市
上
植

野
町
持
丸

調
査
期
間
　
　
一
　

一
九
九
三
年

（平
５
）
四
月
？
七
月

・
八
月

一
一　
一
九
九
三
年
九
月
ぞ

一
〇
月

発
掘
機
関
　
　
動
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

調
査
担
当
者
　
松
崎
俊
郎

・
國
下
多
美
樹

遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

遺
跡
の
年
代
　
長
岡
京
期

（七
八
四
ど
七
九
四
年
）

遺
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

一
九
九
三
年
度
に
長
岡
京
跡

で
木
簡
の
出
上
し
た
調
査
は
五

件
あ
る
。
全
て
左
京
域
で
、
発

掘
調
査
は
三
機
関
に
わ
た
る

（な
お
、
働
長
岡
京
市
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
担
当
の
左
京
第
三
二
六

次
調
査
は
、
調
査
が

一
九
九
四
年

度
に
ま
で
わ
た
る
た
め
、
次
号
で

報
告
す
る
）。
本
稿
は
、
の
向
日

市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が
担
当
し
た
三
件
の
報
告
で
あ
る
が
、
う
ち
二
件
は

隣
接
地
の
た
め
ま
と
め
て
記
す
。

一　
左
京
三
条
二
坊
十
六
町

・
三
条
三
坊

一
町
、
東
二
坊
大
路
（左
京
第
二
〇

一
・
三
一
二
次
調
査
）

調
査
地
は
標
高

一
三
ｍ
前
後
の
氾
濫
原
上
に
位
置
し
、
長
岡
京
で
は
二
条
大

路
と
東
二
坊
大
路
の
交
差
点
南
の
東
と
西
の
町
に
相
当
す
る
。

三
条
三
坊

一
町
内
で
は
西
辺
築
地
東
雨
落
溝
、
築
地
の
下
を
く
ぐ
る
暗
渠

一

条
、
暗
渠
に
つ
な
が
る
町
内
の
排
水
溝
、
桁
行
三
間
×
梁
間
二
間
の
南
北
棟
掘

立
柱
建
物

一
棟
、
土
坑
な
ど
を
検
出
し
た
。
築
地
東
雨
落
溝
は
町
の
ほ
ぼ
中
央

あ
た
り
で
築
地
か
ら
離
れ
、
東
南
方
向
に
弧
を
描
い
て
曲
が
り
宅
地
内
に
の
び

る
。
こ
れ
よ
り
南
で
は
、
土
坑
や
溝
が
築
地
に
並
行
す
る
位
置
に
断
続
的
に
検

出
さ
れ
る
。

三
条
二
坊
十
六
町
内
で
は
、
東
辺
築
地
西
雨
落
溝
、
築
地
の
下
を
く
ぐ
る
暗

渠
二
条
、
桁
行
五
間
×
梁
間
二
間
の
南
北
棟
掘
立
柱
建
物

一
棟
、
東
西
方
向
の

柵
列

一
条
、
町
内
排
水
浩
、
土
坑
な
ど
を
検
出
し
た
。
雨
落
溝
は
断
面
箱
形
を

呈
す
る
深
い
溝
で
あ
る
。
暗
渠
は
溝
底
が
高
く
、
雨
落
溝
の
増
水
し
た
と
き
に

条
坊
側
溝

へ
の
排
水
溝
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

両
町
と
も
比
較
的
ゆ
っ
た
り
と
し
た
宅
地
配
置
で
あ
る
。

木
簡
は
、
東
二
坊
大
路
東
側
溝
ｓ
Ｄ
一
〇
〇
〇
二
か
ら
二
点
、
十
六
町
内
の

井
戸
Ｓ
Ｅ
三

一
二
〇
四
か
ら
削
暦
三
五
点
が
出
土
し
た
。
井
戸
は
下
段
井
戸
側

に
長
辺
○

・
六
ｍ
の
方
形
曲
物
を
使
用
し
て
い
る
。
井
戸
か
ら
出
土
し
た
木
簡

(京都西南部)



に
は
、
井
戸
掘
削
時
の
裏
込
め
土
か
ら
出
土
し
た
も
の
と
、
廃
棄
時
の
井
戸
側

内
埋
土
か
ら
出
上
し
た
も
の
と
が
あ
る
。
井
戸
調
査
途
中
で
断
簡
を
発
見
し
た

た
め
、
周
辺
の
上
を
合
わ
せ
て
持
ち
帰
り
水
洗
し
た
。
こ
の
時
発
見
さ
れ
た
も

の
も
多
く
、
井
戸
掘
形
内

一
二
点
、
井
筒
内
八
点
と
、
ど
ち
ら
か
ら
の
出
土
か

不
明
な
も
の
一
五
点
が
あ
る
。

井
筒
内
か
ら
は
墨
書
土
器
、
裏
込
め
土
か
ら
は
冠
帽
片
も
伴
出
し
て
い
る
。

一
一　
左
京
四
条
二
坊
六
町
、
四
条
条
間
小
路
（左
京
第
二
一
〇
次
調
査
）

調
査
地
は
、
四
条
条
間
小
路
を
含
む
左
京
四
条
二
坊
六
町
北
東
部
に
相
当
す

る
。
西
側
の
二
町
の
調
査

（左
京
第
二
・
四
次
）
で
は
、
木
簡
と
と
も
に

「西
官
」

と
記
さ
れ
た
墨
書
土
器
が
多
数
出
上
し
て
い
る
。

今
回
の
調
査
で
は
、
長
岡
京
期
の
新
旧
二
時
期
の
遺
構
群
を
確
認
し
た
。
そ

の
う
ち
、
旧
期
に
は
流
路

・
溝

・
杭
列
、
新
期
に
は
四
条
条
間
小
路
南
北
両
側

滞

・
町
内
滞

・
整
地
痕
跡
な
ど
が
あ
る
。
以
上
か
ら
、
四
条
条
間
小
路
の
位
置

と
規
模
が
明
ら
か
に
な
り
、
そ
の
敷
設
以
前
に
は
河
川
が
貫
流
し
て
い
た
こ
と

が
判
明
し
た
。

木
簡
は
、
旧
流
路
Ｓ
Ｄ
三

一
〇

一
〇
Ｉ
Ａ
か
ら

一
点
出
土
し
た
。
出
土
地
点

の
状
況
は

一
定
の
流
れ
を
も
っ
て
埋
没
し
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
投
棄
場
所

は
特
定
で
き
な
い
。
共
伴
遺
物
に
は
、
長
岡
京
期
の
上
器
類
の
他
、
墨
書
土
器
、

円
面
硯
、
土
馬
、
木
製
品
な
ど
が
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
左
京
三
条
二
坊
十
六
町

・
三
条
三
坊

一
町
、
東
二
坊
大
路

ω
②
は
側
溝
最
下
層
か
ら
出
土
。
ω
は
三
片
に
分
か
れ
、
上
二
片
は
ほ
ぼ
接

合
す
る
。
某
厨
の
求
め
た
糟
の
価
を
記
す
。

①
①
は
井
戸
掘
形
内
出
土
。
⑤
⑥
は
不
明
。
０
は
同

一
材
の
削
暦
が
他
に
二
、

三
点
あ
り
、
⑤
⑥
も
材
の
似
る
削
暦
が
、　
一
、
二
点
あ
る
が
接
合
し
な
い
。
③

は
習
書
。
井
戸
掘
形

・
井
筒
内
出
上
の
削
層
は
右
に
記
し
た
も
の
以
外
は
細
片

の
た
め
釈
読
困
難
で
あ
る
が
、
行
書
の
文
書
木
筒
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
時
期

差
を
も
つ
こ
れ
ら
の
木
簡
群
は
、
十
六
町
内
で
機
能
し
続
け
た
同

一
施
設
か
ら

廃
棄
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

東
工
坊
大
路
東
側
溝
Ｓ
Ｄ
一
〇
〇
〇
二

ω
　
　
厨
糟
壱
升
薄
合
□
直
□

・…
・

②

　

□
　
□
日
□

井
戸
Ｓ
Ｅ
三
一
二
〇
四

③
　
　
炊

【明
ヵ
〕

④

　

□
□
□
□

③

　

束
□

⑥

　

□迷
迷
□

□
　
（∞Φ
十
ф
Ｐ
十
Ｎ卜）
×
（中］）
×
ヽ

寓
μ

（∞時）
×
］Φ
×
い
　
Φ∞
μ

Ｏ
Φ
μ



砂

1993年出上の木簡

一
一　
左
京
四
条
二
坊
六
町
、
四
条
条
間
小
路

①

　

「
鮒
等
魚
借
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（∪

溢
契
誤

Φ盟

ほ
ぼ
完
形
の
物
品
付
札
。

「借
」
に
つ
い
て
は
他
に
も
う

一
点

「鯛
借
」
の

出
土
例
が
あ
る

（左
京
第
一一六
七
次
、
『木
簡
研
究
』
一
四
）。
肉
月
を
人
偏
に
作
る

具
体
字
の
例
も
あ
る
の
で
、
「借
」
は

「謄
」
の
意
味
で
あ
ろ
う
か
。

（
一　
松
崎
俊
郎
、
二
　
國
下
多
美
樹
、
釈
文
　
清
水
み
き
）

京
都
・長
岡
京
跡

ω

所
在
地
　
　
　
一爪
都
市
伏
見
区
淀
樋
爪
町

調
査
期
間
　
　
一
九
九
三
年

（平
５
）
四
月
を

一
九
九
四
年
三
月

発
掘
機
関
　
　
働
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

調
査
担
当
者
　
吉
崎
　
仲

。
上
村
和
直

・
木
下
保
明

。
長
宗
繁

一

遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

遺
跡
の
年
代
　
長
岡
京
期

（七
八
四
ど
七
九
四
年
）

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

当
調
査
は
、　
一
九
九
〇
年
よ
り
継
続
し
て
い
る
水
垂
地
区
の
発
掘
調
査
で
、

既
に
報
告
し
た
よ
う
に
左
京
七
条
三
坊

一
・
二
町
で
四
点
の
木
簡
が
出
上
し
て

い
る

（『木
簡
研
究
』
一
三
）。
今

回
報
告
す
る
の
は
左
京
六
条
三

坊
二
町
（新
左
京
六
条
三
坊
四
町
）

の
調
査
で

（左
京
第
二
八
八
次
調

査
）、　
井
戸
底
部
に
据
え
ら
れ

た
曲
物
に
墨
書
を
確
認
し
た
。

調
査
地
は
同
町
の
南
西
隅
三
戸

主
分
に
あ
た
り
、
他
に
建
物

一

六
棟
、
井
戸
四
基
な
ど
を
検
出
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